
令和２年度 館林市ヌマベーション連絡協議会設立総会 次第 

 

日時：令和２年１１月５日（木）       

午後７時から             

場所：ニューミヤコホテルバンケットホール  

（館林市文化会館内）         

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

館林市「日本遺産」推進協議会  

会長 館林市長 須藤 和臣 

 

３ 日本遺産「里沼（SATO-NUMA）」について 

 

４ 館林市ヌマベーション連絡協議会について 

⑴ 館林市ヌマベーション連絡協議会が目指すもの・・・資料Ｐ５～７ 

コーディネーター 為国 孝敏氏（ＮＰＯ法人まちづくり支援センター） 

 

⑵ 地域プロデューサーからの取組報告 

① 里沼の価値創造グループ・・・資料Ｐ８～１６ 

橋本 淳司氏（アクアスフィア・水教育研究所） 

② 歴史文化継承グループ・・・資料Ｐ１７～１９ 

岡屋 英治氏（館林文化財ボランティアの会） 

③ 産業観光グループ・・・資料Ｐ２０～２２ 

恩田 昭一氏（館林市認定農業者協議会） 

 

５ 意見交換 

 

６ その他 

・日本遺産「里沼」ロゴデザインの決定について・・・資料Ｐ２３～２４ 

 

７ 閉会 



 

 

 



（敬称略）

No 区分 所属・役職 氏名（代表者） 備考

1
コーディネーター
地域プロデューサー

ＮＰＯ法人まちづくり支援センター　代表理事 為 国 孝 敏

2 地域プロデューサー アクアスフィア・水教育研究所　代表 橋 本 淳 司

3 地域プロデューサー 館林文化財ボランティアの会　会長 岡 屋 英 治

4 地域プロデューサー 館林市認定農業者協議会　会長 恩 田 昭 一

5 里沼の価値創造 日向漁業協同組合　組合長 原 和 義

6 里沼の価値創造 城沼漁業協同組合　組合長 寺 内 吉 一

7 里沼の価値創造 近藤沼漁業協同組合　組合長 吉 田 晃

8 里沼の価値創造 ＪＡ邑楽館林千代田町緑化組合　組合長 高 橋 修 一

9 里沼の価値創造 多々良沼自然公園を愛する会　代表世話人 青 木 雅 夫

10 里沼の価値創造 茂林寺沼の自然を守る会　会長 古 川 正 道

11 里沼の価値創造 城沼を考える市民会議　代表 針 谷 慎

12 里沼の価値創造 成島河川愛護会　会長 津布工 正義

13 里沼の価値創造 蛇沼を考える会　会長 藤 倉 直 幸

14 里沼の価値創造 日本野鳥の会群馬館林分会　会長 飯 塚 政 弘

15 里沼の価値創造 多々良沼白鳥を守る会　会長 上 野 秀 雄

16 里沼の価値創造 城沼白鳥を守る会　会長 坂 村 孝

17 里沼の価値創造 館林ムジナモを守る会 内藤 眞里子 代理

18 里沼の価値創造 館林クロメダカの会　会長 福 島 光 男

19 歴史文化継承 館林文化財ボランティアの会　会長 岡 屋 英 治

20 歴史文化継承 館林観光ボランティアガイドの会　会長 尾 花 建 男

21 歴史文化継承 館林つつじガイドボランティアの会　会長 加 藤 之 代

22 歴史文化継承 ぶんぶくガイドの会　会長 中 村 貞 蔵

23 歴史文化継承 ふるさとガイドの会　会長 狩 野 紀 憲

24 歴史文化継承 群馬県立館林美術館　館長 竹 沢 徹

25 歴史文化継承 足尾鉱毒事件田中正造記念館　理事長 針ヶ谷 照夫

26 歴史文化継承 館林Re-project　代表 中 村 喬

27 歴史文化継承 ㈱グスタフ（劇団グスタフ）　取締役 渡 邉 宰 希

28 歴史文化継承 分福酒造㈱　毛塚記念館　館長 毛 塚 征 幸

29 歴史文化継承 正田醤油㈱　正田記念館

30 歴史文化継承 日清製粉グループ　製粉ミュージアム　館長 町 田 英 樹

31 歴史文化継承 茂林寺　住職 古 川 正 道

32 歴史文化継承 善導寺　住職 石 井 侯 雄

33 歴史文化継承 善長寺　住職 前 山 秀 樹

館林市ヌマベーション連絡協議会設立総会　出席者名簿
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（敬称略）

No 区分 所属・役職 氏名（代表者） 備考

館林市ヌマベーション連絡協議会設立総会　出席者名簿

34 歴史文化継承 尾曳稲荷神社　宮司 田 島 義 利

35 歴史文化継承 堀工町どんど焼き保存会　会長 野 村 貞 雄

36 歴史文化継承 大谷休泊遺徳顕彰会　理事長 熊 倉 謹 一

37 歴史文化継承 上三林ささら保存会　会長 須 永 治 男

38 産業観光
館林市認定農業者協議会　副会長
㈱多々良フレッシュファーム　代表

瀧野瀬 雅彦

39 産業観光
館林市認定農業者協議会
㈱ガーデンデザインパラソル　代表取締役

野 本 一 弘

40 産業観光 館林市認定農業者協議会 長 濱 雅 一

41 産業観光 館林市認定農業者協議会 石 井 雅 子

42 産業観光 館林市農業青年会議　会長 半 田 健 二

43 産業観光 館林市農業青年会議　副会長 津久井 宏昭

44 産業観光 館林市農業青年会議　副会長 中 村 嘉 晃

45 産業観光
麺のまち「うどんの里館林」振興会　会長
㈲松本食品　代表

松 本 大 祐

46 産業観光
館林菓子工業組合　会長
松原の片桐製菓　代表

片 桐 義 夫

47 産業観光
たてラ倶楽部　会長
ラーメン厨房ぽれぽれ　店主

神 藤 幸 竑

48 産業観光
館林川魚組合　会長
魚たけ　代表

森 田 光 一

49 産業観光
館林川魚組合　副会長
まちだ　代表

町 田 光 宏

50 産業観光
館林機械金属工業協同組合　理事長
㈱誠和製作所　代表取締役

多 田 征 訓

51 産業観光 群馬県立館林商工高等学校　教諭 坂 本 範 行

52 産業観光 ㈱シーエスラボ 樋 口 博 信

53 産業観光
館林商工会議所　食品観光部会長
分福酒造㈱　代表取締役

毛 塚 征 幸

54 産業観光
館林商工会議所　商業サービス部会
㈲三田三昭堂　代表取締役

三 田 英 彦

55 産業観光
日本旅行業協会
東武トップツアーズ㈱館林駅支店　支店長

大 谷 剛 史

56 産業観光
(一社)群馬県バス協会　東毛地区代表幹事
つつじ観光バス㈱　常務取締役

小 礒 守 正

57 産業観光
HANAYAMA MUSIC FELLOWS 実行委員長
㈱プロシード 代表取締役　SUGAR HILL CAFÉ

遠 藤 利 和

58 産業観光
つつじが岡公園手業市実行委員会　代表
長屋門手業市実行委員会　顧問

長 倉 弘 久

59 人材育成・住民参加 まちづくりを考える研究グループ　代表幹事 山 本 樹

60 人材育成・住民参加 館林青年会議所　理事長 谷田川 明弘
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（敬称略）

No 所属・役職 氏名 備考

1
館林市「日本遺産」推進協議会　会長
館林市長

須 藤 和 臣

2
館林市「日本遺産」推進協議会　副会長
館林市教育委員会　教育長

小 野 定

3 政策企画部長 栗 原 誠

4 市民環境部長 根 岸 省 子

5 経済部長 浅 野 康 彦

6 都市建設部長 村 上 実

7 教育次長 青 木 伸 行

8 秘書課長 中 村 豊

9 企画課長 木 村 和 好 事務局

10 企画課政策推進係長 田 口 真 樹 事務局

11 企画課政策推進係 鈴 木 誠 事務局

12 地球環境課長 荒 井 裕 三

13 地球環境課環境保全係長 野 村 浩 一

14 農業振興課長 吉 田 智 之

15 農業振興課農業振興係長 堀 越 宏 幸

16 農業振興課農業振興係 大和 憲太郎

17 商工課長 始 澤 勝 也

18 商工課工業振興係長 岩 瀬 明

19 つつじのまち観光課長 髙 橋 一 哲

20 つつじのまち観光課観光振興係長 畠 山 忠 之

21 都市計画課長 下 山 秀 男

22 道路河川課長 松 本 徳 雄

23 緑のまち推進課長 松 村 昌 夫

24 文化振興課長 戸 叶 俊 文 事務局

25
文化振興課市史編さんセンター所長
日本遺産プロジェクト

岡 屋 紀 子 事務局

26 文化振興課日本遺産プロジェクト 吉 村 昭 和 事務局

27 文化振興課日本遺産プロジェクト 岩 瀬 宇 事務局

28 農業委員会事務局長 小山田 峰子

館林市ヌマベーション連絡協議会設立総会　出席者名簿
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館林市ヌマベーション連絡協議会 設立趣意書 

 

令和元年５月２０日に、市内にある沼とそこで暮らしてきた人びとが沼と

の共生によって育まれた沼辺文化が「里沼（SATO-NUMA）－『祈り』『実

り』『守り』の沼が磨き上げた館林の沼辺文化－」として、文化庁「日本遺産」

に認定されました。 

日本遺産は、それぞれの地域の歴史・文化の象徴にとどまらず、日本の歴

史・文化を象徴する「百の物語」でもあります。その一つとして「里沼」を

含む３８の構成文化財が日本遺産に認定されたことに対し、これまで沼辺の

自然と文化を守り、伝え、磨き上げてきた先人に敬意と感謝の意を表すると

同時に、後世に引き継ぐことが今に生きる私たちの使命であります。 

そのため、「里沼」に携わる全ての関係者の協働、共創のまちづくりにより、

「里沼」の普遍的価値がどのようなものか、また、３８の構成文化財が「里

沼」の普遍的価値にどのように貢献しているのかを正しく理解し、郷土への

誇りやシビックプライドの醸成を図るとともに、その普遍的価値を国内外に

発信していく必要があります。また、地域資源の磨き上げやおもてなしの心

により本市へ訪れる新たな顧客の創造や顧客満足度の向上を図り、交流人口

や関係人口の増加を促し、地域経済の活性化につなげることが急務となって

います。 

こうした「里沼」を生かしたまちづくりを推進するため、担い手となる市

民、事業者・団体、行政等が連携し、情報共有するための場として、館林市

ヌマベーション連絡協議会を設立し、協議会会員それぞれの立場から、構成

文化財を生かした日本遺産の価値の共有、普及を図るとともに、「ヌマベーシ

ョン（NUMA-VATION）」※を合言葉に、観光振興をはじめとする地域経済

の活性化、地方創生に資する取組を進めていきます。 

 

※「ヌマベーション（NUMA-VATION）」とは、「沼辺（Numabe）」と「イノベーション

（Innovation）」を合わせた造語で、里沼を生かしたまちづくりにより新たな価値を創造する

ことをいいます。 

 

令和２年１１月５日 

 

館林市ヌマベーション連絡協議会    
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館
林
市
ヌ
マ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
が
目
指
す
こ
と

◎
ヌ
マ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
の
目
的

日
本
遺
産
認
定
を
機
に
、
「
里
沼
（
S
A
T
O
-
N
U
M
A
）
の
ま
ち
館
林
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
市
内
の
沼
に
関
わ
る
人
々
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
協
力
、
連
携
し
、
次

に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
各
種
事
業
を
行
う
。

（
１
）
協
働
、
共
創
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
郷
土
へ
の
誇
り
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

（
３
）
里
沼
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
る
館
林
を
訪
れ
る
新
た
な
顧
客
の
創
造

（
４
）
地
域
資
源
の
磨
き
あ
げ
や
、
お
も
て
な
し
の
心
に
よ
る
顧
客
の
満
足
度
の
向
上

（
５
）
交
流
人
口
及
び
関
係
人
口
の
増
加
を
促
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
寄
与

（
2
0
2
0
.1
0
.1
4
ヌ
マ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
に
係
る
調
整
会
議
資
料
よ
り
）

す
な
わ
ち
協
議
会
は
、
日
本
遺
産
「館
林
市

の
里
沼
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
民
が
一
丸
と

な
っ
て
館
林
市
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
仕

掛
け
と
推
進
に
向
け
た
旗
振
り
役
と
な
る
こ
と

◎
主
な
活
動
内
容
・
方
針

会
員
が
自
主
的
、
か
つ
、
会
員
相
互
の
連
携
を
重
視
し
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む
。

（
１
）
情
報
共
有
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
及
び
更
な
る
地
域
活
性
化

（
２
）
各
会
員
に
よ
る
積
極
的
な
自
主
事
業
の
推
進

（
３
）
会
員
間
の
連
携
事
業
の
推
奨

（
４
）
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

（
５
）
ラ
ン
ド
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成

（
６
）
各
種
補
助
事
業
の
情
報
提
供
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館
林
市
ヌ
マ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会

体
制
図

【
目
標
】

(1
)地
域
資
源
磨
き
上
げ

(2
)郷
土
の
誇
り
醸
成

(3
)協
働
・
共
創
の
ま
ち

【
目
標
】

(1
)新
た
な
顧
客
の
創
造

(2
)顧
客
満
足
度
の
向
上

(3
)交
流
の
場
の
提
供

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
W
IN
G
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館
林
市
ヌ
マ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会

体
制
図

館
林
市
役
所
内
「
里
沼
」
テ
ー
マ
別
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

◎
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
趣
旨
・
内
容

⑴
日
本
遺
産
「
里
沼
」
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
里
沼
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
役
所
内
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
完
遂
型
チ
ー
ム
に
よ
る
機
動
力
の
高
い
取
組
を
推
進
す
る
。

⑵
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
Ｗ
ＩＮ
Ｇ
及
び
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
Ｗ
ＩＮ
Ｇ
の
取
組
や
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
中

心
と
し
た
各
グ
ル
ー
プ
（
人
材
育
成
・
住
民
参
加
、
里
沼
の
価
値
創
造
、
歴
史
文
化
継
承
、
産
業
観
光
）
の
取
組
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
市
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
関
係
課
）
が
側
面
的
支
援
を
実
施
す
る
。

⑶
概
ね
月
１
回
、
市
長
、
担
当
係
長
、
担
当
者
で
構
成
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
情
報
共
有
会
議
を
開
催
し
、
関
係
課
で
課
題
や
情
報
を

共
有
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
に
向
け
て
関
係
課
で
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
組
織
横
断
的
な
取
組
を
進
め
る
。

◎
テ
ー
マ
別
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

⑴
沼
辺
土
地
活
用
チ
ー
ム

⑵
日
本
遺
産
ロ
ゴ
使
用
・
商
品
ブ
ラ
ン
ド
化
チ
ー
ム

⑶
体
験
型
観
光
開
発
チ
ー
ム

⑷
里
沼
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
（
情
報
発
信
・
啓
発
担
当
）
⑸
水
辺
環
境
保
全
チ
ー
ム

7



里
沼

の
「

い
い

ね
！

」
を

集
め

ま
し

ょ
う

橋
 本

 淳
 司

 
水

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ス

ト
 

ア
ク

ア
ス

フ
ィ

ア
・

水
教

育
研

究
所

代
表

 
武

蔵
野

大
学

客
員

教
授

8



な
ぜ

沼
は

減
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
？

江
戸

時
代

10
0年

前
現

在

2

9



人
に

よ
っ

て
違

う
沼

の
「

い
い

ね
！

」

•一
人

ひ
と

り
が

「
い

い
ね

！
」

を
感

じ
る

！
•む

か
し

か
ら

の
「

い
い

ね
！

」
を

集
め

る
！

•新
し

い
「

い
い

ね
！

」
を

集
め

る
！

•2
07

0年
の

「
い

い
ね

！
」

を
集

め
る

！

10



里
沼

を
感

じ
よ

う

１
）

水
は

澄
ん

で
い

ま
す

か
？

澄
ん

で
い

る
少

し
に

ご
っ

て
い

る
(色

：
 

 
 )

に
ご

っ
て

い
る

(色
：

 
 

 
)

と
て

も
に

ご
っ

て
い

る
(色

：
 

 
 )

・
水

の
き

れ
い

さ
を

確
認

し
ま

す
。

２
）

沼
に

魚
、

エ
ビ

、
ザ

リ
ガ

ニ
、

貝
な

ど
が

い
ま

す
か

？
 

地
域

特
有

の
魚

（
 

 
 

 
 

 
 ）

さ
ま

ざ
ま

な
種

類
が

数
多

く
い

る
さ

ま
ざ

ま
な

種
類

が
い

る
少

な
い

が
い

る
見

あ
た

ら
な

い

・
種

の
多

さ
を

確
認

し
ま

す
。

・
地

域
特

有
の

魚
が

い
る

場
合

、
そ

の
多

さ
を

確
認

し
て

も
よ

い
で

し
ょ

う
。

・
外

来
種

か
ど

う
か

を
確

認
し

ま
し

ょ
う

。

３
）

ご
み

は
あ

り
ま

す
か

？
ま

っ
た

く
な

い

少
し

あ
る

が
、

気
に

な
ら

な
い

(ご
み

の
種

類
：

 
 

 
 

  
)

所
々

に
あ

り
、

気
に

な
る

(ご
み

の
種

類
：

 
 

 
  

 
)

多
い

(ご
み

の
種

類
：

 
 

 
)

・
沼

に
浮

い
て

い
る

ご
み

、
沼

の
ま

わ
り

の
ご

み
を

確
認

し
ま

す
。

４
）

沼
と

そ
の

周
辺

の
景

色
を

見
て

ど
う

思
い

ま
す

か
？

と
て

も
美

し
い

美
し

い
普

通
美

し
く

な
い

・
沼

と
そ

の
周

辺
を

な
が

め
て

確
認

し
ま

す
。

 
・

写
真

を
撮

り
た

い
、

絵
に

し
た

い
と

思
う

か
な

ど
と

考
え

て
く

だ
さ

い
。

５
）

人
び

と
に

よ
く

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

と
て

も
よ

く
利

用
さ

れ
て

い
る

（
利

用
の

さ
れ

方
：

 
 

 
 

 
 

 
）

よ
く

利
用

さ
れ

て
い

る
（

利
用

の
さ

れ
方

：
 

 
 

 
 

 
 

）

あ
ま

り
利

用
さ

れ
て

い
な

い
利

用
さ

れ
て

い
な

い

・
釣

り
、

ボ
ー

ト
、

ジ
ョ

ギ
ン

グ
、

散
歩

な
ど

を
し

て
い

る
人

を
見

か
け

る
か

ど
う

か
を

確
認

し
ま

す
。

・
調

査
時

に
利

用
し

て
い

る
人

が
い

な
い

場
合

、
沼

の
こ

と
を

よ
く

知
る

人
に

聞
い

て
も

よ
い

で
し

ょ
う

。

質
問

4ポ
イ

ン
ト

3ポ
イ

ン
ト

2ポ
イ

ン
ト

1ポ
イ

ン
ト

感
じ

る
と

き
の

ポ
イ

ン
ト 4
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里
沼

を
感

じ
よ

う

６
）

沼
に

入
っ

て
く

る
水

、
出

て
い

く
水

は
流

れ
て

い
ま

す
か

？
す

ご
く

流
れ

て
い

る
流

れ
て

い
る

あ
ま

り
流

れ
て

い
な

い
流

れ
て

い
な

い

・
沼

に
水

が
流

れ
込

ん
で

い
る

地
点

、
沼

か
ら

水
が

出
て

い
く

地
点

で
調

査
を

し
て

い
る

場
合

に
確

認
し

ま
す

。
そ

う
で

な
い

と
き

は
無

回
答

で
か

ま
い

ま
せ

ん
。

７
）

い
き

も
の

は
い

ま
す

か
？

  
地

域
特

有
の

い
き

も
の

（
 

 
 

 
 

 
 ）

さ
ま

ざ
ま

な
種

類
の

い
き

も
の

が
数

多
く

い
る

さ
ま

ざ
ま

な
種

類
の

い
き

も
の

が
い

る
い

き
も

の
が

い
る

い
き

も
の

が
見

あ
た

ら
な

い

・
鳥

や
虫

な
ど

い
き

も
の

の
種

類
の

多
さ

を
評

価
し

ま
す

。
 ・

地
域

特
有

の
い

き
も

の
が

い
る

場
合

、
そ

の
い

き
も

の
の

多
さ

を
確

認
し

て
も

よ
い

で
し

ょ
う

。

８
）

ど
ん

な
植

物
が

あ
り

ま
す

か
？

花
や

実
は

ど
う

で
す

か
？

  
地

域
特

有
の

植
物

 （
 

 
 

 
 

 
 ）

様
々

な
種

類
の

植
物

が
数

多
く

あ
る

様
々

な
種

類
の

植
物

が
あ

る
植

物
は

あ
る

が
種

類
が

少
な

い
植

物
が

見
あ

た
ら

な
い

・
植

物
の

種
類

の
多

さ
を

評
価

し
ま

す
。

・
地

域
特

有
の

植
物

が
あ

る
場

合
、

そ
の

植
物

の
多

さ
を

確
認

し
て

も
よ

い
で

し
ょ

う
。

・
外

来
種

か
ど

う
か

を
確

認
し

ま
し

ょ
う

。

９
）

沼
底

に
ヘ

ド
ロ

は
あ

り
ま

す
か

？
ま

っ
た

く
な

い
少

し
あ

る
所

々
に

あ
る

多
い

・
沼

底
の

ヘ
ド

ロ
を

見
て

確
認

し
ま

す
。

 
・

沼
底

が
見

え
な

い
と

き
は

無
回

答
で

か
ま

い
ま

せ
ん

。

質
問

4ポ
イ

ン
ト

3ポ
イ

ン
ト

2ポ
イ

ン
ト

1ポ
イ

ン
ト

感
じ

る
と

き
の

ポ
イ

ン
ト 5
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里
沼

を
感

じ
よ

う

10
）

自
然

の
音

が
聞

こ
え

ま
す

か
？

さ
ま

ざ
ま

な
種

類
の

自
 然

の
音

が
す

る
（

音
：

 
 

）

種
類

は
多

く
な

い
が

自
然

の
音

が
す

る
（

音
：

 
 

）

か
す

か
に

（
と

き
ど

き
）

自
然

の
音

が
す

る （
音

：
 

 
）

自
然

の
音

は
し

な
い

・
鳥

の
さ

え
ず

り
、

虫
の

鳴
き

声
、

水
の

音
、

草
木

の
ゆ

れ
る

音
、

風
の

音
な

ど
の

自
然

の
音

を
確

認
し

ま
す

。

11
）

沼
や

そ
の

周
辺

の
に

お
い

は
ど

う
で

す
か

？

自
然

の
心

地
よ

い
に

お
い

が
す

る
(に

お
い

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 )

か
す

か
に

（
と

き
ど

き
）

自
然

の
心

地
 よ

い
に

お
い

が
す

る
(に

お
い

：
 

 
 

 
 

 )

か
す

か
に

（
と

き
ど

き
）

悪
臭

が
す

る
 

(に
お

い
：

 
 

 
 

 
 

 )

常
に

悪
臭

が
す

る
 (に

お
い

：
 

 
 

 
 

 
 )

・
水

辺
の

香
り

、
花

や
木

の
香

り
な

ど
の

自
然

の
に

お
い

を
確

認
し

ま
す

。
 

・
悪

臭
（

ヘ
ド

ロ
の

に
お

い
、

生
ご

み
の

に
お

い
な

ど
）

は
、

あ
な

た
が

い
や

だ
と

思
う

に
お

い
全

般
を

含
み

ま
す

。

12
）

沼
に

い
る

魚
、

貝
、

エ
ビ

な
ど

を
食

べ
て

い
ま

す
か

？
 

（
食

べ
た

も
の

：
 

 
 

 
 

  
）

お
い

し
く

食
べ

て
い

る  (味
：

 
 

 
 )

食
べ

た
が

変
わ

っ
た

味
が

す
る

 
(味

：
 

 
 

 )

調
理

し
た

が
食

べ
ら

れ
な

か
っ

た
食

べ
た

こ
と

が
な

い
、

食
べ

た
く

な
い

・
沼

に
食

用
の

魚
、

貝
、

エ
ビ

な
ど

が
存

在
し

、
食

べ
ら

れ
る

と
思

わ
れ

る
も

の
が

あ
る

場
合

に
確

認
し

ま
す

。
 ・

実
際

に
食

べ
る

場
合

は
、

各
団

体
の

判
断

、
責

任
に

よ
り

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

13
）

沼
に

あ
る

植
物

を
食

べ
て

い
ま

す
 か

？
（

食
べ

も
の

：
 

 
）

お
い

し
く

食
べ

て
い

る
 

(味
：

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

)

食
べ

た
が

変
わ

っ
た

味
が

す
る

 
(味

：
 

 
 

 )

調
理

し
た

が
食

べ
ら

れ
な

か
っ

た
食

べ
た

こ
と

が
な

い
、

食
べ

た
く

な
い

・
周

囲
を

見
渡

し
、

沼
に

食
用

の
植

物
が

存
在

し
、

食
べ

ら
れ

る
と

思
わ

れ
る

も
の

が
あ

る
場

合
に

確
認

し
ま

す
。

・
実

際
に

食
べ

る
場

合
は

、
各

団
体

の
判

断
、

責
任

に
よ

り
 行

っ
て

く
だ

さ
い

。
14

）
水

に
触

っ
て

み
た

い
で

す
か

？
触

り
た

い
触

っ
て

も
よ

い
触

り
た

く
な

い
触

れ
な

い
・

水
辺

に
安

全
に

近
づ

く
こ

と
が

で
き

、
水

に
触

れ
る

場
所

が
あ

る
場

合
に

確
認

し
ま

す
。

 

質
問

4ポ
イ

ン
ト

3ポ
イ

ン
ト

2ポ
イ

ン
ト

1ポ
イ

ン
ト

感
じ

る
と

き
の

ポ
イ

ン
ト 6
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21
19

年
の

び
わ

湖
は

、
ど

ん
な

び
わ

湖
か

？

③
20

69
年

ま
で

に
何

を
し

て
お

く
か

Ti
m

e

②
21

19
年

の
健

康
な

び
わ

湖
っ

て
ど

ん
な

感
じ

？

①
20

19
年

の
び

わ
湖

は
ど

ん
な

感
じ

か
な

？

④
20

39
年

ま
で

に
何

を
し

て
お

く
か

水
は

き
れ

い
？

植
物

・
動

物
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
は

？

ど
ん

な
魚

が
ど

れ
く

ら
い

？

底
は

ど
ん

な
感

じ
？

水
中

の
水

草
は

？

湖
岸

の
植

物
は

？

魚
は

獲
れ

る
？

珍
し

い
野

生
動

物
は

い
る

？

川
の

水
質

は
？

一
次

産
業

は
？

ま
わ

り
の

森
林

は
？

ど
の

あ
た

り
が

何
度

く
ら

い
？

14



気
候

変
動

で
沼

に
ど

ん
な

影
響

が
出

る
か

気
候

変
動

の
影

響
沼

の
変

化
水

質
や

生
態

系
へ

の
影

響
懸

念
さ

れ
る

影
響

水
温

の
変

化
循

環
、

蒸
発

量
底

層
の

貧
酸

素
化

湖
底

利
用

、
種

の
漁

獲
量

 

 
の

変
化

底
層

利
用

種
の

酸
欠

湖
底

利
用

、
種

の
漁

獲
量

 

 
 

底
泥

か
ら

の
窒

素
、

リ
ン

の
溶

出
利

水
、

景
観

、
臭

気
 

 
水

温
の

変
化

生
息

適
水

温
の

ズ
レ

冷
水

性
魚

類
の

漁
獲

量
、

 遊
漁

 
 

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
変

化
利

水
、

景
観

、
臭

気
 

 
 

生
息

水
深

の
変

化
漁

業
影

響
 

 
 

底
泥

か
ら

の
窒

素
、

リ
ン

の
溶

出
利

水
、

景
観

、
臭

気
、

観
光

、
ボ

ー
ト

 

降
雨

の
変

化
増

水
、

渇
水

浮
遊

物
質

量
の

増
加

魚
類

の
漁

獲
量

、
遊

漁
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

 

 
透

明
度

の
変

化
利

水
、

景
観

、
臭

気
 

 
 

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
変

化
利

水
、

景
観

、
臭

気
、

観
光

、
ボ

ー
ト

15



深
呼

吸
を

止
め

た
琵

琶
湖

•
深

底
部

の
低

酸
素

化
、

無
酸

素
化

•
生

息
す

る
生

物
の

絶
滅

•
溶

存
酸

素
濃

度
の

低
下

と
と

も
に

還
元

的
に

な
っ

た
湖

底
堆

積
物

か
ら

リ
ン

 （
栄

養
塩

類
）

が
溶

出
し

、
急

激
な

水
質

悪
化

16



№ 年・月・日 場所 内容 主催 協力団体等 実施の形態

1 01.05.17 城沼 里沼散策講座（城沼編）事前学習 観光ボランティアガイドの会 練習・研修

2 01.06.02 城沼 里沼散策講座（城沼編）本番 市：日本遺産ＰＪ 観光ボランティアガイドの会 現地案内・ガイド

3 01.06.17 本町 市内建物調査実測（魚惣本店）
市：市史編さんセ
ンター

調査

4 01.06.19 第四小学校 土器づくり教室 第四小学校 ワークショップ

5 01.06.24 茂林寺沼 里沼散策講座（茂林寺沼編）下見 観光ボランティアガイドの会 事前調査

6 01.07.02 町中（城下町） 城沼公民館歴史講座下見 事前調査

7 01.07.18 老人センター
高齢者いきいきセミナー「館林を舞台と
した歴史の話」

市：介護高齢課 講座

8 01.07.26 茂林寺沼 里沼散策講座（茂林寺沼編）事前学習 観光ボランティアガイドの会 練習・研修

9 01.08.20 茂林寺沼 里沼散策講座（茂林寺沼編）下見 観光ボランティアガイドの会 事前調査

10 01.08.22 郷谷公民館 公民館講座「里沼ってなあに」 市：郷谷公民館 講座

11 01.08.25 茂林寺沼 里沼散策講座（茂林寺沼編）本番 市：日本遺産ＰＪ 観光ボランティアガイドの会 現地案内・ガイド

12 01.08.30 城沼公民館、市内 城沼公民館歴史講座「ぶらバヤシ」① 市：城沼公民館 現地案内・ガイド

13 01.09.10 多々良沼周辺 里沼散策講座（多々良沼編）下見 観光ボランティアガイドの会 事前調査

14 01.09.16 朝日町会館
朝日町寿会お楽しみ講座「足元の歴
史を知ろう」

朝日町寿会 講座

15 01.09.27 城沼公民館、市内 城沼公民館歴史講座「ぶらバヤシ」② 市：城沼公民館 現地案内・ガイド

16 01.09.28 武鷹館 笛作りワークショップ準備 市：日本遺産ＰＪ 文化財ボランティアの会 事前準備

17 01.09.29 川越市 秋元家ゆかりの地交流会参加
秋元家ゆかりの地
交流会

観光ボランティアガイドの会
文化財ボランティアの会

交流

18
01.09.12～
01.09.13

高知市 日本遺産サミット参加 文化庁 参加・研修

19 01.09.13 高知市 日本遺産サミットワークショップ指導 文化庁 ワークショップ

20 01.10.18 行田市
ガイドボランティア市外研修・交流会
（日本遺産認定地）

観光ボランティア
ガイドの会

研修・交流

21 01.11.07 老人センター
高齢者いきいきセミナー「里沼ってなあ
に」

市：介護高齢課 講座

22 01.11.08 城沼公民館、市内 城沼公民館歴史講座「ぶらバヤシ」③ 市：城沼公民館 講座

23 01.11.17 城沼周辺
ももの木保育園学習会「足元の歴史を
知ろう（城沼）」

ももの木保育園 現地案内・ガイド

24 01.11.27 市役所
ヌマベーション連絡協議会（仮称）に係
る意見交換会

市：企画課 会議

25 01.11.27 東京都 文化財ボランティア市外研修（江戸城）
文化財ボランティ
アの会

研修

26 01.11.29 城沼公民館、市内 城沼公民館歴史講座「ぶらバヤシ」④ 市：城沼公民館 城沼公民館 現地案内・ガイド

27 01.12.04 城沼公民館
ガイドボランティア「カルガモ笛」作り講
習会

市：日本遺産ＰＪ 観光ボランティアガイドの会 研修

28 01.12.07 武鷹館
文化財ボランティア「カルガモ笛」作り
講習会

市：日本遺産ＰＪ 文化財ボランティアの会 研修

29 01.12.11
文化会館、城沼周
辺

官学連携事業案内（里沼ガイドの手引
き・マップ作り等）

市：日本遺産ＰＪ 観光ボランティアガイドの会 現地案内・ガイド

30 01.12.20 多々良沼周辺 里沼散策講座（多々良沼編）事前学習 観光ボランティアガイドの会 研修

31 01.12.22 中部公民館 ランドナビゲータ講座①参加 市：日本遺産ＰＪ
観光ボランティアガイドの会
文化財ボランティアの会

参加研修

参考：ヌマベーション　歴史文化継承活動　実施例　　（令和元年５月～令和2年10月）
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32 02.01.11 多々良沼周辺 里沼散策講座（多々良沼編）本番 市：日本遺産ＰＪ 観光ボランティアガイドの会 現地案内・ガイド

33 02.01.18 文化会館、町中 ランドナビゲータ講座②参加 市：日本遺産ＰＪ
観光ボランティアガイドの会
文化財ボランティアの会

参加研修

34 02.01.19 堀工ふれあい広場 堀工町どんど焼き 堀工町 どんど焼き保存会 構成文化財の活用

35 02.01.19 堀工ふれあい広場
堀工町どんど焼き「カルガモ笛」作り
ワークショップ

堀工町
観光ボランティアガイドの会
文化財ボランティアの会

ワークショップ

36 02.01.22 美園小学校 ミニどんど焼き 美園小学校 堀工町・どんど焼き保存会 構成文化財の活用

37 02.02.02 武鷹館 「武鷹館で豆まきをしよう！」イベント
文化財ボランティ
アの会

構成文化財の活用

38 02.02.04 多々良沼周辺
とちぎテレビ「U字工事の旅発見」番組
制作打合せ

とちぎテレビ 観光ボランティアガイドの会 事前打合せ

39 02.02.11 芸術ホール 里沼シンポジウム参加 市：日本遺産ＰＪ 参加・研修

40 02.02.17 茂林寺沼 「カルガモ笛」用ヨシ刈取り作業 市：日本遺産ＰＪ 作業

41 02.02.18 多々良沼周辺
とちぎテレビ「U字工事の旅発見」番組
収録

とちぎテレビ 観光ボランティアガイドの会
現地案内・ガイド・周
知普及活動

42
02.02月～

03月
里沼ガイドの手引き作成 市：日本遺産ＰＪ 観光ボランティアガイドの会 周知普及活動

43
02.02.07～

03.05
武鷹館 「武鷹館ひなまつり」イベント

文化財ボランティ
アの会

観光ボランティアガイドの会 構成文化財の活用

44
02.07.23～

08.16
武鷹館 「むかしあそびをしよう！」イベント

文化財ボランティ
アの会

構成文化財の活用

45 02.07.12 市役所
群馬テレビ「ぐんま！トリビア図鑑」制
作打合せ

群馬テレビ 観光ボランティアガイドの会 事前打合わせ

46 02.08.02 武鷹館
群馬テレビ「ぐんま！トリビア図鑑」撮
影打合せ

群馬テレビ 観光ボランティアガイドの会 周知普及活動

47 02.08.04 町中
群馬テレビ「ぐんま！トリビア図鑑」番
組収録

群馬テレビ 観光ボランティアガイドの会
現地案内・ガイド・周
知普及活動

48 02.09.13
旧二業見番、旧秋
元別邸

日本遺産認定記念「落語会」 まち研
観光ボランティアガイドの会
文化財ボランティアの会

構成文化財の活用

49
02.08月～
03.01月

中部公民館、市内 スキルアップ研修（実施中）
観光ガイドボラン
ティアの会

研修、スキルアップ

50
02.10.01、
10.29

武鷹館
武鷹館Ｄｅお月見会（10/1十五夜、
10/29十三夜）

文化財ボランティ
アの会

観光ボランティアガイドの会 構成文化財の活用
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フードシェッドプロジェクトについて       
 

 

【事業概要】 
 

「農業」を起点とした「商業」・「工業」・「観光業」の異業種間で連携をする、

いわゆる農商工連携により、各業種が有機的に繋がることで、「たてばやしブラン

ド」の新たな価値・商品・サービスの開発、販路拡大・多様化を目的としていま

す。 

このサイクルから「地産地消」や「たてばやしブランド化」の取組を進め「世

界に向けて販路拡大」により、市内経済の活性化につなげるものです。 

また、ヌマベーション連絡協議会のブランディング部門とフードシェッドプロ

ジェクトを関連づけることで、里沼の魅力発信のツール・観光コンテンツとして

活用し、相乗効果による消費拡大・交流人口の増加・誘客効果など、市内経済の

活性化につなげようとするものです。 

 

【フードシェッドプロジェクトイメージ】 
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【日本遺産との関連イメージ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【フードシェッドプロジェクト開催実績】 
 

〇第 1 回フードシェッドプロジェクト交流会を実施（令和元年 11 月 29 日） 

  

飲食を交えた交流会を実施し、事業内容の共有を行った。 

各業種の出席者間の情報交換による今後の事業展開の基礎を確立。 

 

〇第 2 回フードシェッドプロジェクト意見交換会を実施（令和 2 年 1 月 28 日） 

   

フードシェッドプロジェクトメンバーにアンケート調査を実施し、現状・課

題・希望等を確認し、農商工連携への方針の協議を実施。 

   館林駅連絡通路の利活用の検討。 

 

 ○第 3 回フードシェッドプロジェクト意見交換会を実施（令和 2 年 7 月 30 日） 

   

現状での農商工連携事業の進捗状況の報告・今後の展開について情報共有。 

館林駅連絡通路の利活用のための出店調整等。 
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【意見交換会の様子】   

  

（第 2 回意見交換会）         （第 3 回意見交換会）  

      

○館林駅連絡通路にて実証実験としてミニマルシェを実施 

（令和 2 年 10 月 23 日） 

 

公共空間を新たに有効活用し、たてばやしブランドを PR するため、地産地消

をテーマとして、フードシェッドプロジェクトメンバーらが地場産農産物や、

百年小麦を使用した和菓子、ジェラート、ジュースなどを販売。 

 

【マルシェ当日の様子】  

  

（会場全体）            （各ブースごと） 

 

【今後の事業予定】 

 

〇駅連絡通路を活用し地産地消関連の物販 

○意見交換会の実施 

〇農商工連携・地産地消に関するマッチング 

〇たてばやしブランド化への支援 
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日本遺産「里沼」ロゴデザインの決定について 

 

 

１ 目的 

  館林市の「里沼」ＰＲのため、日本遺産 館林の「里沼」の統一デザインを開発する活

動をとおして、地元学校の生徒と連携し、次世代を担うクリエイター育成や協働を支援し

ます。 

 

２ これまでの活動状況について 

  群馬県立館林商工高等学校、地元デザイナーと連携し、館林の「里沼」をＰＲするロゴ

デザインを作成し、投票によって１作品を決定しました。 

（１）館林商工高等学校の生徒と地元デザイナーが連携し、約１２０作品のロゴデザイン

を作成 

（２）１次選考を実施し、１７作品へ選定（館林商工高校教員と地元デザイナーで協議） 

（３）２次選考を実施し、７作品へ選定（日本遺産関係部署で投票実施） 

（４）ロゴデザイン７作品を地元デザイナーが修正 

（５）公民館、向井千秋記念子ども科学館、つつじ映像学習館、アゼリアモールにおいて

市民投票を実施し、最多得票を得た１作品を選定 

 

３ 採用ロゴデザイン決定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内各所で行われた市民投票において最多得票を得た下記デザインを日本遺産 館林の 

「里沼」ロゴデザインに決定しました。 

デザインコンセプト 

・沼の特徴を、白鳥(多々良沼)・ 

つつじ(城沼)・葦(茂林寺沼)で 

表現。 

・円の中に三分割でデザインし、一 

体感を表現 

・海外のお客様にも分かるように、

英語表記 
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４ 投票結果について 

 

 

 

 

総投票数 ３,２８４票 

獲得票数 ６４６票（１９.７％） 

 

獲得票数 ４９０票（１４.９％） 

 

獲得票数 ５８２票（１７.７％） 

 

獲得票数 ２４８票（７.６％） 

 

獲得票数 ５５５票（１６.９％） 

 

獲得票数 ３６１票（１１.０％） 

 

獲得票数 ３３９票（１０.３％） 
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～ メ モ 欄 ～ 
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